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１．研究計画の概要 

本研究は、申請者らが従来魚類脳の特
徴を活かして世界をリードしてきた多機
能性ペプチドGnRHを産生する３種の異な
るGnRHニューロン系の機能に関する研究
を、トランスジェニックメダカを対象と
した高度な電気生理記録技術や最新のニ
ューロン特異的光学的破壊・イメージン
グ、行動中の動物におけるテレメトリー
や遠隔電気刺激、等の最先端の技術を導
入して研究することにより飛躍的に発展
させ、他の追従を許さない独創的研究成
果を得ようとする野心的な計画である。
我々は既に機能と分子種の異なる 3種
GnRHを産生するGnRHニューロンにGFPを
発現させるトランスジェニックメダカ3
種すべての系統を作成・維持している。
こうしてGFP蛍光により生きた動物の丸
ごとの脳でそれぞれのGnRHニューロンが
可視化できる実験系の有利さを最大限に
活かして、本研究では多機能生理作用を
持つ3種類のGnRH神経系すべてについて、
分子から細胞および脳のシステムレベル、
さらには行動のレベルまでの生物学的階
層すべてを視野に入れた多角的かつ先端
的な研究を密接なチームワークの基に行
う。 
 

２．研究の進捗状況 

GnRH2 ニューロンに関する電気生理学的
研究は GnRH2-GFP トランスジェニックメ
ダカを用いて既に論文発表しており、その機
能についてはさらに解析を薦めている。
GnRH3 ニューロンについては、GABA が通
常の抑制性の作用とは逆に興奮性の作用を

もつという発見とそのメカニズムについて、
また、NPFF ペプチドによる自己・傍分泌作
用があるという発見とそのメカニズムにつ
いて、既に論文発表した。さらに、RPRF ペ
プチドが TN-GnRH3 ニューロンに対して抑
制性の作用をもつことを発見し、そのメカニ
ズムについても明らかにしたので、現在論文
投稿準備中である。GnRH1 ニューロンに関
しては、1 日 1 回の排卵周期に同期したよう
な電気活動を見出しており、これに関しても
論文投稿準備中である。 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している：２に記し
たような進捗状況であり、当初の実験計画目
標を順調に達成していると自己評価できる。 

４．今後の研究の推進方策 
 ３で論文投稿準備中としたものについて、
順次今年度中に投稿し、公表していく。また、
それぞれの GnRH ニューロンに関する解析を
さらに推進していく。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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